令和○○年度
学習指導計画
	
	校　　長
	教　　頭
	教務主任
	教科主任

	学年始め
	
	
	
	

	第一学期
	
	
	
	

	第二学期
	
	
	
	

	学年末
	
	
	
	


	担当者氏名
	○　　○　　○　　○　　　　　　　　　㊞


	教科
	公　民
	科目
	倫理
	単位数
	２　単位

	学級
	第 3 学年　○○　組
	教科書
副教材
	高校倫理 新訂版（実教出版）
詳解倫理資料 新訂版（実教出版）

	教科の目標
	広い視野に立って，現代の社会について主体的に考察させ，理解を深めさせるとともに，人間としての在り方生き方についての自覚を育て，平和で民主的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を養う。

	科目の目標
	人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて，青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解と思索を深めさせるとともに，人格の形成に努める実践的意欲を高め，他者と共に生きる主体としての自己の確立を促し，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

	評価の観点
	関心・意欲・態度：（関）
	思考・判断・表現：（思）
	資料活用の技能：（技）
	知識・理解：（知）

	趣旨
	人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて，青年期における自己形成について関心を高め，人格の形成と他者と共に生きる主体としての自己の確立に努める実践的意欲をもつとともに，これらに関わる諸課題を探究する態度を身に付け，人間としての在り方生き方について自覚を深めようとする。
	他者と共に生きる主体としての自己の確立について広く課題を見いだし，人間の存在や価値などについて多面的・多角的に考察し探究するとともに，良識ある公民として広い視野に立って主体的かつ公正に判断して，その過程や結果を様々な方法で適切に表現している。
	青年期における自己形成や人間としての在り方生き方などに関する諸資料を様々なメディアを通して収集し，有用な情報を適切に選択して，これらを他者と共に生きる主体としての自己の確立に資するよう活用している。
	青年期における自己形成や人間としての在り方生き方などに関わる基本的な事柄を，他者と共に生きる主体としての自己確立の課題とつなげて理解し，人格形成に生かす知識として身に付けている。


第 １ 学 期 学 習 指 導 計 画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	関
	思
	技
	知
	
	
	

	４
５
６
７

	第１編　青年期の課題と人間の自覚
第１章　青年期の課題と自己形成
第１節　青年期の意義
❶人間とは何か

❷青年期とは何か 
	・人間の特質について理解を深める（❶）。
・第二次性徴，心理社会的モラトリアム，自我の目覚め，心理的離乳など青年期の意義について理解を深める（❷）。
	○

	○

	○

	○

	・青年期の積極的な意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・青年期の意義を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・青年期の意義に関する情報を収集し，適切に活用できる（提出課題）。
・青年期の意義を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	１

	

	
	第２節　青年期の課題
❶自己形成の課題 

❷自立への課題
	・葛藤や欲求不満など自己形成の課題について理解を深める（❶）。
・パーソナリティの形成やアイデンティティの確立をふまえ，自己の生き方について考察する（❶＋❷）。
	○

	○

	○

	○

	・青年期の課題を豊かな自己形成に向けて意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・青年期の課題について，自己の生き方に関わる課題とつなげて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。
・青年期の課題及び現代の諸課題に関する情報を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・青年期の課題を生きる主体としての自己確立の課題とつなげて理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	２

	

	
	第２章　人間としての自覚

第１節　ギリシア思想

❶自然哲学とソフィスト

❷ソクラテス 
❸プラトン
❹アリストテレス

❺ヘレニズム時代の思想
	・自然哲学について理解を深める（❶）。
・ソクラテスの考え方や生き方について，ソフィストと対比しながら考察する（❶＋❷）。
・プラトンのイデア論とアリストテレスの現実主義の考え方について，両者を比較しながら理解を深める（❸＋❹）。
・エピクロス派やストア派の思想について理解を深める（❺）。

	○


	○


	○


	○


	・ギリシア思想を人間としての在り方生き方に関わる課題の解決につながるものとしてとらえ，関心を高めている（授業態度）。
・「善く生きるとは」など，先哲が課題として探究したことを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・ギリシア思想を代表する先哲に関する資料を収集し，適切に選択して活用できる（提出課題）。
・ギリシア思想を自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	５

	

	
	第２節　キリスト教

❶古代ユダヤ教 

❷イエス

❸キリスト教の誕生と展開

	・契約や律法など，古代ユダヤ教の教えについて理解を深める（❶）。
・イエスが説いたアガペーの意義について，プラトンが説いたエロースなどと比較しながら考察する（❷）。
・キリスト教の成立とその後の展開について理解を深める（❸）。
	○
	○
	○
	○
	・キリスト教で説かれた人間の存在や価値に関わる基本的な課題を，自己の生き方との関わりにおいて捉え，意欲的に探究しようとしている（授業態度）。
・原罪や愛など，先哲が課題として探究したことを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で適切に表現している（発問評価）。

・現代社会におけるキリスト教の発展がもつ意義などに関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。
・キリスト教の発展過程を学習することを通して，西洋をはじめとした現代社会の基盤となっている思想であることを理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	３
	

	
	中間考査
	教科書ｐ.６～45
	○
	○
	○
	○
	
	１
	

	
	第３節　イスラーム

	・成立の背景や偶像崇拝の禁止，『クルアーン』，シャリーア，六信五行など，イスラームの特徴について理解を深める。
	○

	○

	○

	○

	・ユダヤ教からイスラームに至るまでの一神教の発展について関心を高め，人間としての在り方生き方に関わる課題として意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・イスラームとキリスト教の共通点・相違点を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・現代社会におけるイスラーム思想のもつ意義などに関する情報を様々なメディアを通して収集し，適切に選択して活用できる（提出課題）。
・共同体の在り方や人間相互のつながりなど，イスラームにおける考え方を自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	１

	

	
	第４節　仏教

❶仏教以前のインド思想

❷ブッダの教え

❸大乗仏教の成立とその教え


	・バラモン教成立の背景やウパニシャッド哲学の思想について理解を深める（❶）。
・ブッダの縁起説や慈悲の教えを理解し，仏教の世界観や人間観の特徴を考察する（❷）。
・大乗仏教の成立とその思想について理解を深める（❸）。
	○

	○

	○

	○

	・仏教が誕生し，キリスト教やイスラームと同様に，広範囲に信者をもつ宗教として発展した経緯について関心を高め，意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・一神教との死生観の違いを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・ブッダの思想に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。
・苦や慈悲など仏教における考え方を自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	３
	

	
	第５節　中国思想

❶「道」の自覚―孔子 

❷儒家思想の展開

❸老荘思想

	・仁と礼，修己治人，徳治主義など，孔子の教えについて理解を深める（❶）。
・性善説と性悪説，朱子学と陽明学の思想を通して，儒家思想の展開について理解を深める（❷）。
・老荘思想について，儒家の思想と対比しながら考察する（❸）。
	○

	○

	○

	○

	・社会形成に関わる課題の解決につながるものとして，中国思想のもつ意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・社会生活の在り方などに関する儒家思想と老荘思想の考え方の違いを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・中国思想を代表する先哲の思想に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・人間についての見方など，儒家思想や老荘思想における考え方を自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	３

	

	
	第６節　芸術と人生

	・芸術のもつ意義について考察する。
	○

	○

	○

	○

	・芸術家とその作品を手掛かりにして，人間としての在り方生き方について自覚を深め，意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・自己の生き方に関わる課題と人生における芸術のもつ意義などを関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・芸術のもつ意義などに関する資料を様々なメディアを通して収集し，適切に活用できる（提出課題）。
・芸術が問いかけているものを自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	１
	

	
	期末考査
	教科書ｐ.46～73
	○
	○
	○
	○
	
	1
	

	
	
	考査返却
	
	
	
	
	
	1
	

	合計
	22
	


第 ２ 学 期 学 習 指 導 計 画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	関
	思
	技
	知
	
	
	

	９
10
11
12

	第３章　日本人としての自覚

第１節　古代日本人の思想

❶日本の風土と日本人の気質

❷神との関わりと道徳観

	・日本の風土とそのなかで育まれた日本人の自然観の特徴について理解を深める（❶）。
・古代日本人の宗教観や道徳観について，西洋の宗教観などと比較しながら理解を深める（❷）。
	○

	○

	○

	○

	・古代日本人に見られるものの見方・考え方の特質を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・日本の風土とその中で育まれてきたものの見方・考え方の意義を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・古代日本人の自然観・宗教観に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・古代日本の自然観・宗教観の特質を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	２

	

	
	第２節　日本の仏教思想

❶仏教の受容

❷仏教の日本的展開―鎌倉仏教

❸仏教と日本文化

	・聖徳太子の教えや奈良仏教，最澄や空海の教えなど，日本で受容された仏教の特徴とその展開について，理解を深める（❶）。
・鎌倉新仏教の特徴について，それぞれの開祖の教えを比較しながら理解を深める（❷）。
・日本文化と仏教との関係について，理解を深める（❸）。
	○

	○

	○

	○

	・日本において独自の発展をした仏教の特質を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・日本文化の発展と仏教との関わりを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・仏教思想が日本人の自然観・生活等に及ぼした影響に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・日本における仏教思想発展の意義を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	３

	

	
	第３節　近世日本の思想
❶儒学の受容と朱子学
❷日本陽明学
❸日本的儒学の形成
❹国学の形成
❺民衆の思想
❻幕末の思想

	・日本で受容された儒教の特徴について，理解を深める（❶＋❷）。
・古学・古義学・古文辞学といった，日本独自の儒学思想について，理解を深める（❸）。
・古学の形成や本居宣長の考え方について，理解を深める（❹）。
・鈴木正三や町人文化，心学，安藤昌益，二宮尊徳など，江戸時代の多様な思想の展開について，理解を深める（❺）。
・洋学の普及やその展開，水戸学などの思想を理解し，幕末において求められた思想について考察する（❻）。
	○

	○

	○

	○

	・近世日本における，儒教の受容の在り方と独自の思想が発展した経緯を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・近世日本の思想と社会形成との関わりを多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・儒教を受容し，日本独自の思想として発展させる日本人の考え方に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・儒教の受容について，日本人に見られるものの見方・考え方とつなげて理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	６
	

	
	中間考査
	教科書ｐ.74～103
	○
	○
	○
	○
	
	１
	

	
	第４節　西洋思想の受容と展開
❶啓蒙思想と自由民権思想
❷キリスト教の受容
❸国家主義の台頭と社会主義思想
❹近代的自我の確立
❺近代日本哲学の成立と超国家主義
❻伝統の自覚と新たな課題

	・福沢諭吉や中江兆民を中心とする，啓蒙思想と自由民権思想を理解し，日本の近代化の課題について考察する（❶）。
・内村鑑三の思想を通して，日本におけるキリスト教の受容のあり方について，理解を深める（❷）。
・国家主義の台頭や社会主義の展開，森鷗外や夏目漱石の文学，大正デモクラシーの運動などを理解し，日本の近代化の課題について考察する（❸＋❹）。
・西田幾多郎と和辻哲郎の思想について，彼らが乗り越えようとした西洋近代思想と対比しながら理解を深める（❺）。
・民俗学や文芸批評，丸山眞男の思想について，伝統的な思想との関連を通して理解を深める（❻）。
	○

	○

	○

	○

	・西洋思想の受容と日本の近代化との関わりに関心を高め，意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・日本の近代化における課題を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・西洋思想の受容に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・明治以降の近代化における思想の変遷を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。

	５

	

	
	第２編　現代と倫理
第１章　現代に生きる人間の倫理
第１節　人間の尊厳
❶ルネサンス
❷宗教改革
❸モラリスト
	・ルネサンスの特徴とそれがもたらした世界観や人間観について，理解を深める（❶）。
・ルターやカルヴァンの思想と宗教改革が与えた影響について，理解を深める（❷）。
・モラリストの思想について，理解を深める。（❸）。
	○

	○

	○

	○

	・人間中心主義の思想の意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・西洋近代社会における人間観の変容を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・変化した人間観・宗教観が社会に与えた影響に関する資料を収集し，倫理的な見方や考え方を深めるために適切に活用できる（提出課題）。

・人間中心主義の意義を理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	２
	

	
	第２節　人間の尊厳
❶科学・技術と人間
❷新しい学問の方法―経験論と合理論

	・近代の自然科学および機械論的自然観の特徴を理解し，それらが与えた影響について考察する（❶）。
・ベーコンとデカルトの思想について，両者を比較しながら理解を深める（❷）。
	○

	○

	○

	○

	・近代自然科学誕生の積極的な意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・近代自然科学が発達した意義を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・経験論と合理論を唱えた先哲に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・自然と人間との関わり，科学技術の発達の意義や問題点を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	２
	

	
	第３節　民主社会と自由の実現
❶民主社会の形成―社会契約説
❷人格の尊厳―カント
❸人倫―ヘーゲル

	・民主社会を形成する基本原理について，社会契約説の展開を通して理解を深める（❶）。
・カントとヘーゲルの思想について，両者を比較しながら理解を深める（❷＋❸）。
	○

	○

	○

	○

	・民主社会が形成されることの積極的な意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・「自由」の概念についてカントとヘーゲルの考え方を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・民主社会と自由の関係について言及した先哲に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・民主社会の基本原理や自由についての考え方を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	３
	

	
	期末考査
	教科書ｐ.104～153
	○
	○
	○
	○
	
	1
	

	
	
	考査返却
	
	
	
	
	
	1
	

	合計
	26
	


第 ３ 学 期 学 習 指 導 計 画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	関
	思
	技
	知
	
	
	

	１
２
３

	第４節　社会と個人
❶個人と社会との調和―功利主義
❷社会の進歩
❸社会の変革―社会主義
❹主体性の自覚

	・功利主義思想の特徴とその意義について，理解を深める（❶）。
・実証主義や社会進化論，プラグマティズムの思想について，理解を深める（❷）。
・社会主義思想およびマルクスの人間観・社会観を理解し，現代の貧困や格差などの問題について考察する（❸）。
・実存主義について，それぞれの思想家の思想を比較しながら理解を深める（❹）。
	○

	○

	○

	○

	・個人と社会との調和の意義について関心を高め，意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・個人の利益と社会の利益との関係を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・近代における社会観・個々の人間観の変遷に関する情報を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・近代社会の問題点とその克服を目指そうとした思想を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。

	５

	

	
	第５節　人間への新たな問い

❶理性の深層への反省

❷言葉への反省
❸理性の働きへの反省
❹他者へのまなざし

	・理性中心主義を批判する，フロイトとユングの思想を理解し，近代の人間観の課題について考察する（❶）。
・ソシュールとウィトゲンシュタインの思想を理解し，言葉と人間のあり方について考察する（❷）。
・フランクフルト学派の思想を理解し，近代的な理性の問題点について考察する（❸）。
・構造主義やフーコー，レヴィナスなどの思想を理解し，人間の主体性について考察する（❹）。
	○

	○

	○

	○

	・近代における人間中心主義を見直すことの意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・近代の人間観と現代に生きる人間が直面する諸課題との関わりについて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・近代の人間中心主義を批判した先哲に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・現代において近代の人間観が見直されてきた意義を理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。

	４

	

	
	第６節　社会参加と幸福
❶生命への畏敬と非暴力の思想
❷正義と福祉
❸社会のなかの人間

	・シュヴァイツァーの生命への畏敬とガンディーの非暴力主義の意義を理解する（❶）。
・ロールズとセンの思想を理解し，平等や福祉のあり方について考察する（❷）。
・アーレントや共同体主義の思想，社会参加の意義を理解し，社会的連帯のあり方について考察する（❸）。
	○

	○

	○

	○

	・自然や他者との連帯・共生を目指す思想や社会参加の意義を意欲的に探究しようとしている（授業態度）。

・自然や他者と連帯・共生することの意義を多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・自然や他者との連帯・共生を唱えた先哲に関する資料を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・人間存在の意義を自然や他者との共生・社会参加と奉仕，自己実現と幸福といった観点から理解し，その知識を身に付けている（定期考査）。
	２
	

	
	第２章　現代の諸課題と倫理
第１節　生命の倫理（❶）
第２節　環境の倫理（❷）
第３節　家族の課題（❸）
第４節　地域社会の課題（❹）
第５節　高度情報化社会の課題（❺）
第６節　文化と宗教の課題（❻）
第７節　国際平和と人類の福祉の課題（❼）

	・生命倫理の基本的な考え方や生と死の問題などを理解し，生命科学の発達や医療技術の進歩にともなって生じる問題点について考察する（❶）。
・環境問題や環境倫理の基本的な考え方を理解し，問題の解決に向けた取り組みのあり方について考察する（❷）。
・家族の現状や課題を理解し，家族の望ましいあり方について考察する（❸）。
・地域社会の現状や課題を理解し，今後の地域社会のあり方について考察する（❹）。
・情報社会の現状や課題を理解し，情報社会の望ましいあり方について考察する（❺）。
・文化と宗教の現状と問題を理解し，多文化共生の望ましいあり方について考察する（❻）。
・国際社会における課題を理解し，国際平和と人類全体の福祉のあり方について考察する（❼）。
	○
	○
	○
	○
	・現代の倫理的諸課題を自己の課題につなげる意欲をもつとともに，現代に生きる人間としての在り方生き方について，主体的に探究しようとしている（授業態度）。

・現代の倫理的諸課題を自己の課題とつなげて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を様々な方法で表現している（発問評価）。

・現代の倫理的諸課題を自己の課題とつなげて探究することに役立つ情報を収集し，適切に活用できる（提出課題）。

・現代の倫理的諸課題を自己の課題とつなげて理解し，人格の形成に生かす知識として身に付けている（定期考査）。
	３
	

	
	期末考査
	教科書ｐ.154～211
	○
	○
	○
	○
	
	1
	

	
	
	考査返却
	
	
	
	
	
	1
	

	合計
	16
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